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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，社団法人繊維評価

技術協議会（JTETC）及び財団法人日本規格協会（JSA）から，工業標準原案を具して日本工業規格を改

正すべきとの申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本工業規格であ

る。 

これによって，JIS L 1041:2000 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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樹脂加工織物及び編物の試験方法 
Test methods for resin finished textiles 

 
序文 

この規格は，樹脂加工を施した織物及び編物の試験方法について規定したもので，1960 年（昭和 35 年）

に制定された。今回の改正では，技術的内容の一部改正，2004 年（平成 16 年）厚生労働省令第 104 号及

び 2009 年（平成 21 年）厚生労働省令第 46 号をもって公布された改正との整合化を図り，並びに 1998 年

に第 1 版として発行された ISO 14184-1 及び ISO 14184-2 に対応した。また，新規に遊離ホルムアルデヒ

ドが樹脂に起因するかどうかの確認試験方法を附属書 JE とした。 

なお，この規格で樹脂定性試験（箇条 6），樹脂定量試験（箇条 7）及び遊離ホルムアルデヒド試験（箇

条 8）の JIS 法は，対応国際規格に規定されていない方法である。変更の一覧表にその説明を付けて附属

書 JF に示す。また，附属書 JA～附属書 JE は対応国際規格にはない事項である。 

 

1 適用範囲 

この規格は，樹脂加工を施した織物及び編物（レースを含む。）の樹脂の分析・定量及び遊離ホルムアル

デヒドの定量方法について規定する。ただし，染色堅ろう度試験及び物理試験において別に定める日本工

業規格の試験方法がある場合には，その試験方法によって試験する。また，樹脂加工された織物及び編物

の生地が塩素によって傷害を受けた場合の試験は，附属書 JD に示す。 

警告 この規格は，事前に適切な注意が払われない場合，健康を害するおそれのある物質 1) 及び／又

は方法を規定しており，技術的に適切・妥当であることだけに言及するものである。この規格

を使用する者に対して，健康及び安全に関する法的な義務をいかなる場合においても免責する

ものではない。この規格は，薬品の取扱いの資格及び／又は知識・経験のある者が操作するこ

とを想定している。 

注 1) 健康を害するおそれのある物質については，化学物質等安全データシート（MSDS）に

詳しい情報が記載されている。 

注記 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 

ISO 14184-1:1998 ， Textiles － Determination of formaldehyde － Part 1: Free and hydrolized 

formaldehyde (water extraction method) 

ISO 14184-2:1998，Textiles－Determination of formaldehyde－Part 2: Released formaldehyde (vapour 

absorption method)（全体評価：MOD） 

なお，対応の程度を表す記号“MOD”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“修正している”

ことを示す。 

 

 


